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宍道湖・中海環境データベース検討会での議論に

基づく本年度（平成 18 年度）の進捗状況を報告す
るものである。本年度の主な進捗点は、(1)サイト
内検索機能の追加、(2)行政および地域の活動に、
主に鳥取県についての情報追加、(3)汽水湖データ

ベース、汽水域文献データベースの追加、(4)汽水
域研究センターの前身と考えられる島根大学山陰地

域研究総合センターが発行した２点のアトラスの一

部の公開、(5)宍道湖・中海の底質情報の追加、で
ある。


